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社会とはなにか-飢餓と飽食の世界一

藤田弘天

慶腰、義塾大学の藤閃弘夫と申します。
私が『都市と権力 : 飢餓と飽食の雁史社会学』

(かl文社 199 1 {jつという作品で飢餓を考えるきっ
かけになったのは.80年代半ばのエチオピアの飢

髄でした。そのときにエチオピアの飢餓の話を聞

きながら思いを馳せたのは近世におけるボ北地方，
とくに律I1径のかL怖でした。そこで一つ ヒン トにな

ったことがありまして， それを取"に世界史を整理
してみたらどうなるだろうと思って書き上げたの
が『都市と権力』とし、う本です。

今日はその飢餓を手がかりにして，どんなふう
にして世界を描こうとしたのかを紹介しながら，

「社会って一体何だろう J と い うことを皆さんにお
考えいただければと思し 、ます。

四 飢縫はなぜあるのか

飢餓をなくそうと思えば人間の数よりも余計に

食槌を生産すればいいわけです。そうすれば飢餓

はなくなるだろう，もう少 し努力して食総をいっ

ぱい生産すればそれで飢餓はおしまいになるんじ
ゃなし、かと ， 千平通は考えます。

しかしながら，これができないというと こ ろに

大きな間姐が憎んでいるように思えます。 では，
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それをできるよ うになるにはどうすればいいのか。
いろいろな議論がなされま したが，にもかかわら

ず飢陣をなくすことはできないでいます。 私はそ
のことに興味があります。

現在 . III:Wにはおよそ 8 佑4000万人の飢餓人口
があるといわれています。 そ して，飢えや栄養不
良によって 1 日におよそ 2 万 7000人が 亡 くなっ

ています。 その一方で人類は現在，想像もつかな

い太陽系の来てまで観測器具を飛ばしています。
こんな難しいことができるのに， たったちょっと

食慨を余分に生産すればなくなるはずの飢餓がな
ぜなくならないのか，という疑問がI平かびます。
現在の世界の穀物生産量は， 年 111}約20{1~ トンと
いわれています。 この20億トンの:投物は，だいた

し、] 40{む人分の食組に該当します。 地球人口とい

うのは現在約65俗人ですから ， ずいぶん余計に生

産されているわけです。 しかもこの65億人のうち
の 8 億人が飢餓人口だと されています。 そもそも
この飢餓人口がなかったとしても . 1 10佑人の穀物

が生産されているとすれば，残りの75イ5.人分の殺
物はいったいどこへいってしまったのでしょうか。

それは家帝の餌その他というわけです。 つまり 8
位人の飢餓人口は，家斎などとの競争に負けてし
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まったということです。

そもそも 140億人分の食糊を生産しているのに，

65億人の地球で飢餓人口が 8 億人もある。ではな
ぜ食糧は直接こっち(飢餓人口)の方へ行かないの
でしょうか。

じつは140億人分もの食糧を作っているという

ことは，誰かが飢えていることを前提としていま
す。もしもこの食糧が直接，飢餓人口の中に入っ

てしまったら，ここでは穀物は過剰生産になって

しまいます。過剰生産で穀物市場は崩壊し，そし
て食糧生産はガクンと落ちていきます。農民の立
場から言いますと，この140億人分の食糧は人々
の口に直接入ることはないんだということがある

から，過剰生産の恐れを持つことなく，安心して

食綿を生産できるということなのです。
日本の農業の食糧自給率は現在39% といわれ

ています。食糧自給率がこんなに下がって大変だ
といいつつ，それでいて遊休股地は38万ヘクター
ルもあります。埼玉県にほぼ匹敵する面積が今，
遊休地としてある。一方で農地を遊休にさせてお
いて，食糧自給率が下がったといって心配するの
です。では食舶はどうかといえば，食糧は少なく
とも市場には有り余るほど入っています。食事ii 自
給率は低し、かもしれませんが，食糧はいっぱいあ
るのです。
歴史家であるホブズボームに~20世紀の歴史』

(河合秀和訳 三省世 1996年)という本があります。
彼はこの本で20世紀の大事件として，この世紀の
後半に世界の都市人口が人類の過半数を超えたこ

と，つまり都市の時代がやってきたということを
語っています。
人類は農耕するようになってからずっと純物を

栽培し動物を育ててきました。人類の生活のほと

んどは食糧生産に関わることでした。一方で都市
の人口は， 18世紀までは全人口のだいたい 2%限
度であったといわれています。つまりごく最近ま
で，人類の圧倒的多数は農村およびその周辺で生
活していたというわけです。都市のこと，あるい
はわれわれが「歴~J という名前で学んできたこと
は例外の部分であり，その意味で「暦史J というの
は都市の歴史だ、ったということになります。

団都市の飢館

現在，全世界の都市人口は34位、人ほどです。国

連は，これが2050年には86%増加し，全世界の

人口の70%にあたる 64億人になると予測してい
ます。これは大変な数です。
都市人口が増えるということがどういうことか
考えてみましょう。社会学者のG ・ジンメルは，

都市生活は人間の「自然との闘争J を「人間との闘
争」に変えたと主張しました。人間のエネルギーは，
ごく最近まではほとんど農地が吸収してきました。

つまり農地や家南への働きかけです。ところが都
市化が進むと，人間との関係にエネルギーを使う
ようになります。全く違う社会がそこで出現する
可能性があるということです。
都市化の進展によってもたらされるもののひと
つは，飢餓から解放されるということです。

昔の股民は作物が取れなければ自分たちが食べ
られなし、から，いつも食糧の心配をしていました。

私たちも 3 代さかのぼれば大概は股民でしょう。
昔の股民やお年寄りの記録を見ると作柄の心配
ばかりしています。でもこの会場にいる皆さんは，

まずそんなことは心配していないでしょう。なぜ
かといえば，私たちは食糧がなかったら買いに行
けばいし、からです 飢餓というのはあくまでも伐

村のものなのです。
例えば津軽が飢餓だ‘った時に弘前の城内はどう

だ、ったか，あるいは江戸や大坂はどうだ、ったかと

都市の飢餓を探してみると，ないわけではありま

せん。ただ，死者が出たとはいっても，それはた
いがい飢健の農村から都市までたどり着いて，そ
こで死んで、しまったという事例です。また都市の

最下府民も飢餓によって状況が懇くなって餓死す

ることもあるでしょう。でも本来，都市に住んで
いる人の多くが飢簡の影響を受けることはまずあ
りません。

歴史上の飢僅のことを調べてみると，ある傾向
が見えてきます。まず大穀倉地帯ほど飢縫がある
ようです。穀倉地帯の飢儀として規模の大きかっ

たものとしては， 1928"""'29年， 1932"""'33年に当
時はソビエトの一部だ、ったウクライナで大飢餓が

ありました。 1933年には約700万人が死んだ、とい

われています。ところが，この巨大な飢健の状況

でもソビエトは穀物を輸出しています。ウクライ
ナにはある飢健が， ソビエトで、は問題ではなかっ

た，ということです。

20世紀最大の飢飾といわれているのが，中国で
1960年から62年にかけて発生した大飢健です。
この飢餓で毛沢東が事実上失脚しています。死者
数は， 2000万人から3000万人ぐらいだ‘ったとい

われています。
この「大穀倉地帯ほど飢僅が発生する」というの

は，実はこうしサ場所ほど記録されやすいという

ことです。
では都市の最大の飢餓はどれか。はっきりした

数字を示せるのは第 2 次大戦下のベテルスブルク

で，餓死者63万人という数字が出ています。これ
はベテルスプルクが周聞をドイツ軍によって包囲
され，これによって食糧が途絶えて餓死したとい
うことです。
都市の飢餓というのはどうも戦争に関係してい
るようです。ただ関係するのは負け戦の場合だけ
です。戦争に勝っている時，都市はむしろ活気を
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帯びます。つまり，都市が飢餓に陥るのは，政治 その調達活動が駄目になってくると飢餓が発生し
経済機構が混乱して機能しなくなったとき，だと ます。
言えます。

団権力によって生み出された『余剰J

ではここで，都市民が食べる余剰農産物の話を
少ししたいと思います。なぜ都市が飢餓に陥らな
いのか。都市は食糧を生産しませんから，農村で
生産して余った部分が都市へ流れてくる。これが

通常の考え方です。実はこれが間違いの原点なの
です。

実際はこうです。一定量を，つまり豊作だろう
が不作だろうが関係なく，あるいは農村の生産の
事情に関わらず，これだけは都市に持ってくると
いうことが最初から決まっているのです。確かに
都市は農村の食糧生産に依存しています。依存し
ているけれども，それは農村の自給部分を越えた
部分なのではなくて，はじめからこれだけ持って
し、きますよと決めてあるのです。つまり都市に流

入するのは，絶対的余剰農産物とはかぎりません。
都市が消費する「余剰」は，権力によって生み出
された社会的余剰でもいいのです。余剰農産物は
絶対的なものでも社会的なものでもいいのです。
そもそも余剰などない農村から農産物が生み出さ
れる，そんな可能性すらあるということです。
日本の都市化を振り返ってみますと，農村の飢

餓というのは戦前には慢性化していました。農村
に飢餓はっきものでした。戦後，経済の高度成長
に伴って日本の都市化が進むとともに，日本から
飢餓がなくなってしまいます。その後，問題にな

ったのは，米の過剰生産の問題でした。
つまり，都市の存在には食糧の確保がすでにピ
ルトインされていて，都市が活力をもっというこ
とは食糧が自動的に入ってくるということを前提
としていたのです。つまり都市が消費している食
絹というのは「社会的余剰J なのです。だから貨幣
さえ持っていれば都市では食糧の心配などしなく
ていいのです。

たとえば，税金のことを考えてください。われ
われはどうでしょうか。お金が余っているから税

金を払うのではありません。税金というのはあら
かじめ社会の中でピルトインされています。だか
ら通常の状態であれば食糧が不足するということ
はありません。ただ戦争に負けたような状態で，
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団飢餓を克服できない理由

最初の問題にもどりたいと思います。どうして

人類が飢餓を克服できないか，そんなものは人間
の数よりも少し余分に食糧を生産しただけで解決
するじゃなし、かということでした。でもそれが解

決できないということは，どういうことなのか。
ある種の全く違った種類，つまり天王星や海王星
に観測器具を飛ばす，といった技術的困難とは全

く違ったような種類の問題を秘めているように思
います。

ここでちょっと飛躍した例ではありますが，人
類の段終兵器は何か という閉し、かけをしてみま

しょう。人類はいろいろな武器を発展させてきま

した。はじめは棒であり，槍や弓でした。さらに
刀，鉄砲はおろか，大砲，潜水舷，戦車，爆撃機，
ミサイル，核兵器まで開発してきました。しかし
人類を守るための最終兵器の答えの一つは，鉄砲
です。いかにゾウが大きし、からといって，あるい
はライオンがし、かに狩猛だからといっても大砲で

繋つ必要はありません。鉄砲があれば，それで十
分です。

では，なぜ大砲などの武器が開発されたのでし
ょうか。それは，大砲の標的の向こうに人聞がし、

るからです。大砲以降の武器は人間に打撃を与え
るためだけに開発されてきたのです。そんな武器

などない方がいいですし，全く無意味な開発だと
も言えます。でもそうしたなかで，社会が形成さ
れてきたのです。そこに社会のあまり語られない，
しかし重要な側面があるように思えてなりません。
なかでも，核兵器は国家を守る神器として飢餓発
生の危険を犯してでも開発する国が相次いでいま
す。

われわれはお金が余っているわけではないのに

どうして税金を払っているのでしょうか。そこに，
社会の存在があります。その調達方法は多様です
が，社会の活動にピルトインされているものです。
その正当化の方法は国によってもずいぶん違いま
すし，その時代によっても違うものです。こうし
てみると，飢餓も社会活動にピルトインされてお
り，それが顕在化するかどうかは社会のあり方次

第だということになりそうです。
(/5， じ疋・ひろお/慶慮義皇太学)


